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提示している。実験結果をもとに、現在有力とされているBLINCS (Bilingual Language 






1995）に加え、より客観的指標として Li & MacWhinney (2002)の提唱する IPAのユークリッド
距離算出法に従って、日本語漢字と中国語漢字の音韻類似性を判定するという精緻な手続きを
踏んでいる。実験参加者についても、中国の大学で日本語を学習する大学生に協力を求め、読
解および聴解テストを行って、実験目的に適合する学習者を対象としている。このような綿密
な準備と手続きをもとに得られた実験結果は信頼性の高いものであると評価できる。 
そのような実験結果に基づいて、研究課題である、高い読解力を持つ学習者であっても聴解
力に差がつくのはどのような要因によるのかを以下のように考察している。まず、中国人日本
語学習者のメンタルレキシコンの構造を、日中語それぞれの音韻表象、意味表象をユニットと
し、それらが連結したネットワーク構造を持つモデルとして提唱している。そのモデルに従っ
て、差異の要因は、メンタルレキシコン内での休止活性化レベル、および L2音韻表象と意味表
象の連結の強さの相違によると結論した。このような理論的説明は、認知心理学的研究の主流
をなす論法であり、考察の進め方、およびその深さにおいて十分に説得力のあるものであると
評価できる。 
従って、本論文は学位授与にふさわしいものであると判定した。 
